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有

題

文

と

無

題

文
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新
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記

事

の

冒

頭

文

を

例

と

し

て

||
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要

= 
日

文
が
有
題
に
な
る
か
無
題
に
な
る
か
を
新
聞
記
事
の
臼
頭
文
を
例

と
し
て
考
察
す
る

。

有
題
・

無
題
の
選
択
は
「
P
な
ら
ば
有
題、

P

で
な
け
れ
ば
無
題
」

と
い
う
か
た
ち
の
一
つ
の
条
件
で
決
ま
る
も
の

で
は
な
く、

①
述
語
の
性
質、

②
主
格
名
詞

勾
の
性

質、
①
語
順、

④
そ
の
文
が
文
章
全
体
の
な
か
で
果
た
す
機
能 、

の
四
つ
の
条
件
が

絡
ん
だ
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る 。

lま

め

じ

有題文と無題文

文
法
現
象
の
な
か
に
は 、
現
実
世
界
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
く
て
も
処
理
で

き
る
も
の
と 、
現
実
世
界
と
の
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
処
理
の
難
し
い
も
の
が

あ
る 。
助
詞
「
は」
と
「
が」
の
使
い
分
け
に
関
し
て
も
乙
の
乙
と
が
言
え

る 。
仮
定
条
件
節
の
な
か
で
「
は」
が
使
わ
れ
ず
「
が」
だ
け
が
使
わ
れ
る
現

象
の
よ
う
に 、
純
粋
に
構
文
的
に
決
まっ
て
い
て
現
実
世
界
と
の
関
わ
り
を
考

え
ず
に
済
む
も
の
が
あ
る一
方 、
「
三
時
に
山
田
さ
ん
が
来
る
よ」
と
「
山
田
さ

ん
は
三
時
に
来
る
よ」
の
使
い
分
け
の
よ
う
に 、
話
し

手
の
意
図
や
聞
き
手
の

野

史

田

尚

もっ
て
い
る
知
識
と
い
っ
た
文
の
外
の
現
実
世
界
の
条
件
を
考
え
な
け
れ
ば
分

析
の
難
し
い
・も
の
も
あ
る 。

乙
の
論
文
で
扱
う
有
題
と
無
題
の
使
い
分
け
は 、
現
実
世
界
と
の
対
応
を
考

え
な
け
れ
ば
説
明
し
に
く
い
面
を
多
く
含
む
種
類
の
も
の
で
あ
る 。
乙
う
し
た

種
類
の
現
象
を
分
析
す
る
場
合
に
は
資
料
と
し
て 、
文
の
内
容
と
現
実
世
界
と

の
対
応
を
客
観
的
に
と
ら
え
や
す
い
も
の
が
向
い
て
い
る 。
乙
乙
で
は
新
開
記

事
を
資
料
と
し
て
用
い
る 。
文
学
作
品
で
は
な
く
新
聞
記
事
を
用
い
る
乙
と
の

利
点
は
こ
の
ほ
か 、
①
文
学
的
な
技
巧
が
加
わっ
て
い
な
い
た
め
基
本
的
な
用

法
を
見つ
け
や
す
い
こ
と 、
②
同
じ
出
来
事
を
敬っ
た
記
事
を
二
つ
以
上
の
新

聞
で
比べ
ら
れ
る
乙
と 、
③
よ
く
似
た
出
来
事
を
扱っ
た
二
つ
以
上
の
記
事
を

比
べ
ら
れ
る
乙
と 、
な
ど
で
あ
る 。

な
お 、
無
題
文
は
文
章
の
冒
頭
や
話
題
が
転
換
す
る
段
落
の
は
じ
め
に
用
い

ら
れ
る
乙
と
が
多
い 。
し
た
がっ
て 、
有
題
と
無
題
の
選
択
が
い
ち
ば
ん
問
題

に
な
る
の
は 、
そ
う
し
た
位
置
で
使
わ
れ
る
文
で
あ
る 。
以
下
の
考
察
で
は
例

文
を
すべ
て
記
事
の
官
頭
文
か
ら
と
る
乙
と
に
す
る 。

ニ
、

有
題
文
と
無
題
文

65 



有
題
文
と
無
題
文
の
使
い
分
け
を
考
え
る
ま
え
に 、
ど
う
い
う
文
を
有
題
文 、

あ
る
い
は
無
題
文
と
し
て
扱
う
の
か
を
規
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

有
題
文
と
は
文
中
に
主
題
を
含
む
文 、
無
題
文
と
は
文
中
に
主
題
を
含
ま
な

い
文
で
あ
る
と
規
定
す
る 。
そ
し
て 、
主
題
は
ふ
つ
う 、
名
詞
句
に
助
詞「
は」

を
後
接
し
た
形
で
表
わ
さ
れ
る
と
す
る 。
そ
う
す
る
と 、
ω
の
よ
う
な
文
は
有

題
文 、
ω
の
よ
う
な
文
は
無
題
文
と
い
う
ふ
う
に
分
類
さ
れ
る 。

ω
N
H
K
は
二
十
五
日 、
来
年
の

グ
大
河
ド-7

7d
を
山
岡
荘
八
原
作

「
徳
川
家
康」
に
決
定
し
た
と
発
表
し
た 。
(
毎
日
八
で27二六
朝
ニニ)

ω
箕
面
市
菜
生
間
谷
の
大
阪
外
国
語
大
学
(
伊
地
智
善
継
学
長)
で
十
九

目 、
留
学
生
別
科
修
了
式
が
行
わ
れ
た 。
(
毎
日
八0
・九・ニO
朝
一八)

一
見 、
有
題
文
と
無
題
文
は
そ
れ
ぞ
れ 、
主
文
の
主
格
名
詞
句
に
「
は」
が

つ
い
て
い
る
文
と
「
が」
が
つ
い
て
い
る
文
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が 、
対
応
し
な
い
場
合
も
多
い 。
対
応
し
な
い
場
合
を
次
に
四
つ
挙
げ
よ
う 。

第一
は 、
主
格
以
外
の
名
詞
句
が
主
題
に
なっ
て
い
る
ω
の
よ
う
な
場
合
で 、

乙
れ
は
主
格
に
「
が」
が
つ
い
て
い
る
が
有
題
文
で
あ
る 。

ω
プ
ロ
野
球パ
・
リ
l

グ
の
前
期
は
ロ
ッ

テ
・
オ
リ
オ
ン
ズ
が
昨
年
に
続

き
制
覇
し
た 。
(
毎
日
八
了六・
二五
朝
一九)

第
二
は 、
主
題
が
文
脈
や
状
況
か
ら
明
ら
か
な
た
め
に
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合

で
あ
る 。
た
と
え
ば
削
の
第
二
文
で
は 、
主
題
で
あ
る
「
蚊
取
り
線
香
は」
が

省
略
さ
れ
て
い
て
「
は」
が
表
面
に
現
わ
れ
て
い
な
い
が 、
乙
れ
も
有
題
文
と

し
て
扱
う 。

削
蚊
取
り
線
香
は 、
わ
が
国
の
誇
り
う
る
発
明
品 。

明
治
十
六
年
ご
ろ
考
案
さ
れ 、
戦
前
は
世
界
中
い
た
る
と
乙
ろ
に
輸
出

さ
れ
た 。
(
朝
日
八=
了
八・一
朝
一五
「
8
月」)

第
三
は 、
同
の
「
お
れ
が
ル
l

ル
ブ
ッ
ク
だ」
の
よ
う
に 、
「
ル
l

ル
ブ
ッ
ク

は
お
れ
だ」
の
形
に
言
い
か
え
ら
れ
る
名
詞
文
で
あ
る 。
乙
の
種
の
文
は 、
述

語
名
詞
「
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク」
が
主
題
に
なっ
て
い
る
と
考
え
て 、
有
題
文
と
す

る 。
P同υ
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11l
そ
と
で 、
か
つ
て
二
出
川
審
判
い
わ
く
「
お
れ
が
ル
ー

ペフ
ッ
ク

だ」 。
い
や 、
正
確
に
は
「
ル
l

ル
ブ
ッ
ク
は 、
お
れ
だ」
で
し
た
よ 。
判
定

の
抗
議
に
来
た
殴
督
が
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク
を
見
せ
ろ 、
と
い
う
か
ら 、
そ
の

ル
l

ル
は
十
分
知っ
た
上
で
判
定
し
て
い
る 、
と
い
う
意
味
で
そ
う
い
っ

た
ん
で
す 。
(
朝
日
八
で一0・
四
タ
=一
「
わ
た
し
の
言
い
分」)

注
1

第
四
は 、
附
の
よ
う
に
「
が」
が
現
わ
れ
な
い
無
題
文
で
あ
る 。

制
〔N
H
K
の
来
年
の
大
河
ド
ラ
7
が
山
岡
荘
八
原
作
「
徳
川
家
康」
に

決
定
し
た〕
と
二
十
五
日
発
表
さ
れ
た 。
(
朝
日
八
で=
了二六
朝
ニニ)

以
上
を
ま
と
め
る
と 、
有
題
文
は
ω 、
ω 、
川刊
の
第
二
文 、
仰
の
「
お
れ
が

ル
1

ル
ブ
ッ
ク
だ」
を
含
み 、
無
題
文
は
ω 、
川仰
を
含
む
と
い
う
乙
と
に
な

る 。次
節
か
ら
の
四
節
で
は 、
有
題
文
と
無
題
文
の
使
い
分
け
に
ど
の
よ
う
な
規

則
が
働
い
て
い
る
の
か
を 、
述
語 、
主
格
名
詞
句 、
語
順 、
文
の
機
能
と
い
う

四
つ
の
預
か
ら
観
察
す
る 。

、

述
語
に
関
し
て

で一
、

一

恒
常
的
な
状
態
な
ど
を
表
わ
す
述
語

主
文
の
述
語
の
種
類
だ
け
に
よっ
て 、
そ
の
文
が
有
題
に
な
る
と
と
が
決
ま

る
次
の
よ
う
な
規
則
が
あ
る 。

(
l)

述
語
が
次
の
伺
判
例
の
い
ず
れ
か
で
あ
れ
ば 、
そ
の
文
は
ふ
つ・つ
有

町叫
に
な
る 。



有題文と無題文

同
名
詞
に
「
だ」
の
類
が
つ
い
た
名
詞
述
語

川

恒
常
的
な
状
態 、
感
悩・
感
覚
を
表
わ
す
形
容
(
動)
詞
述
語

MV

習
慣
的
な
動
作 、
真
理
(「
水
は
百
度
で
沸
騰
す
る」
な
ど
て
所

有 、
精
神
活
動
(「問中
う」
「
考
え
る」
な
ど
て
意
志 、
可
能 、
義

務
な
ど
を
表
わ
す
動
詞
述
語

仰
は
肘
の
名
詞
を
述
語
と
す
る
文
の
例 、
川聞
は
仰
の
恒
常
的
な
状
態
を
表
わ
す

注
2

形
容
詞
を
述
語
と
す
る
す人
の
例
で 、
い
ず
れ
も
有
題
文
で
あ
る 。

的
人
間
の
生
と
死
の
境
目
を 、
何
に
よ
っ

て
定
め
る
か
は 、
き
わ
め
て
難

し
い
問
題
で
あ
る 。
(
羽
田
八
で
九・
三
朝
五
「
社
説」)

制
バ
ル
カ
ン
の
夏
は
ひ
と
き
わ
暑
い 。
(
毎
日
八
で七・
回
初
五
「
反
射

鏡」)

例
と
帥
は
そ
れ
ぞ
れ
例
の
習
慣
的
動
作 、
真
理
を
表
わ
す
動
討
を
述
語
と
す
る

文
の
例
で
あ
り 、
乙
れ
ら
も
有
題
で
あ
る 。

倒
あ
る
中
堅
企
業
の
創
業
経
営
者
は 、
初
対
面
の
人
に
会
う
と
後
日
必
ず

そ
の
人
あ
て
に
手
紙
かハ
ガ
キ
を
出
し
て
い
る 。
(
毎
日
八0・
九・一
朝

一一
「
中
小
企
業
流
通」)

帥
東
海
道
新
幹
線
は
小
田
原
市
か
ら
多
摩
川べ
り
ま
で
東
京
の
ベ
ッ
ド

タ

ウ
ン
の
真っ
た
だ
中
を
突っ
走
る 。
(
朝
日
八ニ・
六・一回
タ
一
「
今
日
の

問
題」)

防
で
は
主
格
が
「
あ
る
中
堅
企
業
の
創
業
経
営
者」
と
い
う
読
者
の
知
ら
な
い

不
定
の
名
詞
句
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
有
題
に
な
っ

て
い
る 。
乙
れ
は 、

主
格
が(l)
の
条
件
を
満
た
せ
ば
主
格
が
ど
う
い
う
稀
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
と

有
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら 、

(
i)

の
規
則
は
主
格
名
詞
句
に
関
す

る
規
則
よ
り
優
先
す
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る 。

(
i)

で
挙
げ
た
述
語
は
い
ず
れ
も 、
外
か
ら一
見
し
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
事
柄
を
表
わ
す
も
の
ば
か
り
で
あ
る 。
感
情・
感
覚
や
精
神
活
動 、
意
志
は

人
の
心
の
な
か
の
動
き
で
あ
り 、
恒
常
的
な
状
態
や
習
慣
的
な
動
作 、
真
理
は

長
い
時
間
の
観
察
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る 。
一
方 、
無

題
文
の
述
語
は一
般
に 、
あ
る
時
点
で
外
か
ら
見
た
状
態・
動
作
を
表
わ
す 。

ζ
の
よ
う
に(
l)

で
挙
げ
た
述
語
は 、
組問
題
文
の
述
語
の
対
極
に
位
世
す
る
も

の
で
あ
る 。
そ
の
た
め 、
乙
う
し
た
述
語
を
も
っ
文
は
無
題
に
な
ら
ず 、
必
ず

有
題
に
な
る
の
で
あ
る 。

三、

ニ

意
士山
的
な
動
作
と
非
意
士山
的
な
動
作

動
詞
の
表
わ
す
動
作
が
意
志
的
か
非
意士山
的
か
が
有
題
と
無
題
の
選
択
に
次

の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る 。

(
H)

志士山
的
な
動
作
を
表
わ
す
動
詞
を
述
諾
と
す
る
文
は
有
題
に
な
り
や

す
い 。
反
対
に 、
非
意
志
的
な
動
作
を
表
わ
す
動
詞
を
述
語
と
す
る
文
は

和問
題
に
な
り
や
す
い 。

次
の
二
例
は
閉
じ
出
来
事d
を
扱っ
た
記
事
で
あ
る
が 、
意
志
的
な
「
決
め
る」

を
用
い
た
ω
は
有
題
文 、
非
意
志
的
な
「
決
ま
る」
を
用
い
た
帥
は
加問
題
文
に

な
っ

て
い
る 。

ω
「
五
月
山
を
市
民
の
憩
い
の
場
に」
と
岡
山
頂
に
「
市
民
の
森」
を
つ

く
る
計
画
を
進
め
て
い
る
池
田
市
の
「
市
民
の
森
を
つ
く
る
会」
(
堀
川

登
美
会
長)
は
二
十
日
「
市
民
の
森」
の
シ
ン
ボ
ル
7
1
ク
を
決
め
た 。

(
毎
日
八一
了
E・
三
朝
一八)

同
池
田・
五
月
山
を
市
民
の
力
で
美
し
い
森
に
し
よ
う 、
と
五
十
六
年
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
る
「
市
民
の
森」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
が
二
十
日
決
ま

っ
た 。
(
朝
日
八ニ・
茸・
ニ一
朝一一一)

ω
と
帥
も
同
じ
よ
う
な
例
で 、
「
逮
捕
す
る」
の
方
が
有
題 、
「
逮
捕
さ
れ
る」

の
方
が
無
題
に
な
っ

て
い
る 。
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同
大
阪
府
響
捜
査
二
課
と
八
尾
署
な
ど
五
暑
の
合
同
捜
査
本
部
は
十
八
日

ま
で
に 、
幽
霊
会
社
を
設
立
し 、

取
引
を
装っ
て
大
阪 、
京
都 、
神
奈

川 、
広
島 、
山
口
の
五
府
県
の
商
事
会
社
な
ど
十
社
か
ら
自
動
車 、
時

計 、
食
料
品
な
ど
計
約
二
億
六
千
万
円
相
当
の
商
品
を
だ
ま
し

取っ
て
い

た
ブ
?
l
カ
1
ら
四
人
を
詐
欺
の
疑
い
で
逮
捕
し
た 。
(
朝
日
八
で
六・

一九
朝
ニ=一)

同
幽
霊
会
社
を
次
々
と
設
立
し 、
電
化
製
品
か
ら
冷
凍
イ
カ
や
ウ
ナ
ギ
ま

で 、
手
当
た
り
次
第
に
取
り
込
み
詐
欺
し
て
い
た
大
阪
市
西
成
区
千
本
北

三 、
無
職 、
山
下
嘉
明(園田)
ら
四
人
が 、
十
八
日
ま
で
に
大
阪
府
警
に
逮

捕
さ
れ
た 。
(
毎
日
八一
了
六・一九
朝
二一)

以
上
を
ま
と
め
て
図
示
す
る
と 、
次
の
よ
う
に
な
る 。

同
人
は
物
を
動
詞
(
他
動
詞
の
能
動
態)

物
が
動
詞
(
自
動
詞 、
他
動
詞
の
受
動
態)

四、

主
格
名
詞
句
に
関
し
て

前
節
の
?と
で
述べ
た
よ
う
に 、
意
志
的
な
動
作
を
表
わ
す
動
詞
を
述
語
と

す
る
文
は
有
題
に
な
り
や
す
く 、
非
意
志
的
な
動
作
を
表
わ
す
動
詞
を
述
語
と

す
る
文
は
無
題
に
な
り
や
す
い 。
と
れ
を
主
格
名
詞
句
の
側
か
ら

言
う
と 、
主

格
が
意
志
的
な
動
作
の
動
作
主
で
あ
る
と
き
は
有
題
文
に
な
り
や
す
く 、

主
格

が
意士山
的
な
動
作
の
動
作
主
で
な
い
と
き
は
無
題
文
に
な
り
や
す
い
と
い
う
と

と
で
あ
る 。
し
か
し 、
と
れ
は一
般
的
な
傾
向
で
あっ
て
絶
対
的
な
も
の
で
は

な
い 。
最
終
的
に
有
題
に
な
る
か
無
題
に
な
る
か
は 、
本
節
で
述べ
る
主
格
名

詞
句
に
関
す
る
規
則
に
よっ
て
決
ま
る 。
そ
の
規
則
は 、
主
格
名
詞
句
が
意
志

的
な
動
作
の
動
作
主
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で 、
本

節
を
二
つ
の
小
節
に
分
け
て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を
順
に
考
え
る
と
と
に
す

る 。四、

一

主
格
名
詞
句
が
意
志
的
な
動
作
の
動
作
主
で
あ
る
と
き

主
格
名
詞
句
が
意
志
的
な
動
作
を
行
な
う
人
物 、
あ
る
い
は
団
体 、
機
関
で

あ
る
と
き 、
そ
の
文
が
有
題
に
な
る
か
無
題
に
な
る
か
は
次
の
規
則
に
よ
る 。

(
E)

そ
の
動
作
主
が
何
を
す
る
か
が
予
想
し
や
す
く 、
そ
の
動
作
主
が
そ

の
動
作
を
す
る
と
と
に
意
外
性
が
少
な
い
と
き
は
有
題
文
に
な
る 。
反
対

に 、
そ
の
動
作
主
が
何
を
す
る
か
が
予
想
し
に
く
く 、
そ
の
動
作
主
が
そ

の
動
作
を
す
る
と
と
に
意
外
性
が
あ
る
と
き
は
無
題
文
に
な
る 。

同
を
例
に
と
る
と 、
気
象
台
が
天
気
予
報
を
出
し
た
り
梅
雨
明
け
を
発
表
し
た

り
す
る
と
と
は 、
気
象
台
の
本
来
の
業
務
で
あっ
て 、
十
分
予
想
で
き
る
ζ
と

で
あ
る 。
そ
の
た
め
乙
の
文
は
有
題
に
なっ
て
い
る
の
で
あ
る 。

同
大
阪
管
区
気
象
台
は
二
十
五
日 、
近
畿
地
方
の
梅
雨
が
明
け
た 、
と
発

表
し
た 。
(
朝
日
八=
了
了ニ五
タ
一)

乙
れ
に
対
し

帥
の
場
合
は 、
「
大
阪
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ」
が
何
を
す
る
か
が
予

想
し
に
く
い
た
め 、
無
題
文
に
なっ
て
い
る 。

帥
大
阪
キ
ワニ
ス
ク
ラ
ブ
(
会
長
・
高
橋
保
夫
銭
高
組
副
社
長)
が
設
立

十
五
周
年
記
念
に
キ
ワ
ニ
ス
大
阪
賞
を
制
定
し 、

十
日 、
第一
回
受
賞
者

に
国
立
民
族
学
博
物
館
館
長
梅
縛
忠
夫
氏(六一)
H

写
真
H

を
選
ん
だ 、
と

発
表
し
た 。
(
朝
日
八
?
?
二
初
ニニ)

次
の
帥
と
帥
は
互
い
に
よ
く
似
た
文
で
あ
る
が 、
主
格
名
詞
勾
の
微
妙
な
違
い

に
よっ
て
有
題
と
無
題
に
わ
か
れ
て
い
る 。
同
の
主
格
は
「
原
告
団」
で
あ

り 、
乙
れ
が
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
は
十
分
予
想
で
き
る
の
で
有
題
文 、
そ
れ
に

対
し

同
の
主
格
は
「
住
民」
で
あ
り 、
乙
れ
が
何
を
す
る
か
は
予
想
し
に
く
い

の
で
無
題
文
に
なっ
て
い
る 。

制
奈
良
県
北
葛
城
郡
香
芝
町
の
西
名
阪
道
路
高
架
橋
で
発
生
し
て
い
る
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有題文と無題文

グ
間乙
え
な
い
騒
音d
超
低
周
波
公
害
に
苦
し
む
沿
線
の
同
町
上
中 、
今

泉
地
区
の
住
民
十
七
世
帯 、
七
十
人
で
結
成
し
た
「
西
名
阪
道
路
公
害
裁

判
原
告
団」(
斧
貞
治
団
長)
は
六
日
午
前
十
時 、
同
道
路
管
理
者
の
日
本

道
路
公
団
(
高
橋
国一
郎
総
裁)
を
相
手
取
り 、
公
害
発
生
の
差
し
止
め

と 、
公
害
に
よっ
て
受
け
た
人
体
被
害
に
対
す
る
総
額
七
千
万
円
の
慰
謝

料
な
ど
を
求
め
る
「
超
低
周
波
公
害
訴
訟」
を
奈
良
地
裁
に
起
こ
し
た 。

(
毎
日
八口・一0・
六
タ
一)

同
西
名
阪
道
路
(
大
阪・
松
原
市
l

奈
良・
天
理
市
間
二
七・
二
J)
の

高
架
橋
か
ら

発
生
す
る
超
低
周
波
に
悩
む
奈
良
県
北
葛
城
郡
香
芝
町
の
住

民
が 、
六
日
午
前
道
路
管
理
者
の
日
本
道
路
公
団
を
相
手
どっ
て
公
害
の

差
し
止
め
と
総
額
七
千
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
奈
良
地
裁
に

提
訴
し
た 。
(
朝
日
八0・一0・
六
タ
一)

次
の
ニ
例
は
と
も
に
主
格
が
「
槙
校
総
評
議
長」
で
あ
る
が 、
制
は
有
題 、
仰

は
無
題
に
なっ
て
い
る 。
側
の
よ
う
に 、
省
庁
や
政
党 、
労
働
団
体
な
ど
の
長

が
記
者
会
見
し

心
境
を
語
る
の
は
よ
く
あ
る
乙
と
で 、
予
想
し
や
す
く
意
外
性

が
少
な
い 。
そ
れ
に
対
し
削
の
場
合
は 、
招
待
を
受
け
て
訪
中
す
る
の
な
ら
意

外
性
は
少
な
い
が 、
訪
中
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
と
と
か
ら
意
外
性
が
高
く
な

っ
て
い
る 。
と
う
し
た
違
い
が
有
題
と
無
題
の
わ
か
れ
目
に
な
る
の
で
あ
る 。

帥
岡
山
県
教
組
の
定
期
大
会
出
席
の
た
め
岡
山
入
り
し
た
槙
枝
元
文
総
評

議
長
(
日
教
組
委
員
長)
は
二
十
日 、
岡
山
市
の
岡
山
県
教
育
会
館
で
記

者
会
見
し 、
七
月
末
の
総
評
議
長
人
事
に
つ
い
て
「
私
自
身 、
総
評
議
長

を
続
け
る
気
持
ち
は
な
く 、
日
教
組
委
員
長
に
専
念
し
た
い」
と
辞
意
を

明
ら
か
に
す
る
な
ど 、
次
の
よ
う
に
語っ
た 。
(
毎
日
八ニ・
六・
三

朝

一一)制
中
国
か
ら
「
九
月
下
旬
招
待」
を
受
け
て
い
た
槙
校
総
評
議
長
が 、
教

科
書
問
題
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
訪
中
を
見
合
わ
せ
た 。
(
朝
日
八
子
千

二
朝
=一)

(
皿)
の
条
件
は
「
予
想
し
や
す
く
意
外
性
が
少
な
い」
と
い
う
よ
う
に
相
対

的
な
も
の
で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
次
の
伺
と
倒
の
よ
う
に
非
常
に
よ
く
似
た

文
で
も 、
書
き
手
が
意
外
性
を
低
い
と
判
断
す
る
か
高
い
と
判
断
す
る
か
に
よ

注
3

っ
て 、
有
題
に
なっ
た
り
無
題
に
なっ
た
り
す
る 。

同
服
部
時
計
庖
な
ど
セ
イ
コ
ー

グ
ル
ー

プ
の
諏
訪
精
工
舎
は
十
六
日 、
テ

レ
ビ
の
画
面
を
組
み
込
ん
だ
腕
時
計
の
開
発
に
成
功 、
来
年
初
め
に
も
売

り
出
す
と
発
表
し
た 。
(
毎
日
八
で六・一六
タ一一)

帥
服
部
時
計
庖の
子
会
社
の
諏
訪
精
工
舎
(
本
社・
長
野
県
諏
訪
市 、
服

部一
郎
社
長)
が
十
六
日 、
液
晶
と
高
密
度
集
積
回
路
(L
S
I)

の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
世
界
初
の
テ
レ
ビ
付
腕
時
計
の
製
品
化
に
成
功
し
た 、

と
発
表
し
た 。
(
朝
日
八
子
六・一六
タ
一O)

な
お 、
(
皿)
の
規
則
は 、
主
格
名
詞
句
が
複
数
で
あっ
て
も 、
基
本
的
に
は

同
じ
で
あ
る 。
た
だ
し 、
そ
の
複
数
の
動
作
主
が
共
同
で
そ
の
動
作
を
行
な
う

場
合
と
い
う
条
件
が
つ
く 。
も
し
各
動
作
主
が
まっ
た
く
別
々
に
そ
の
動
作
を

行
な
う
の
で
あ
れ
ば 、
次
の
規
則
に
従
う 。

(
W)

複
数
の
動
作
主
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
で
別
々
に
そ
の
動
作
を
行
な
う

場
合
は 、
ふ
つ・つ
無
題
文
が
使
わ
れ
る 。

た
と
え
ば 、
帥
は
共
同
で
行
なっ
た
行
為
を
表
わ
し
て
い
る
の
で(
皿)
に
従っ

て
有
題
文
が
選
ば
れ
る
が 、
制
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
行
なっ
た
行
為
を
書
き

手
が一
つ
の
文
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
の
で 、
(
W)
に
従
い
無
題
文
が
選
ば

れ
る
の
で
あ
る 。

例
日
本
ア
イ・
ビ
!・

エ
ム
と
兼
松
江
商
は
十
三
日 、
合
弁
で
「
日
本
オ

フ
ィ
ス
・
シ
ス
テ
ム」
を
設
立
す
る 、
と
発
表
し
た 。
(
朝
日
八
で
九・
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一回
朝
八)

帥
参
院
比
例
代
表
区
で
無
党
派
支
持
層
の
結
集
を
目
指
す
「
第
二
院
ク
ラ

ブ」(
略
称・
二
院
ク
ラ
ブ 、
青
島
幸
男
代
表)
と
無
党
派
市
民
連
合
(
略

称・
無
党
派 、
中
野
好
夫
代
表)
が
二
十
七
日
午
後 、
参
院
議
員
会
館
で

そ
れ
ぞ
れ

H
目
玉
候
補d
を
発
表
し
た 。
(
毎
日
八百
了
五・二八
朝
三)

四、

ニ

主
格
名
詞
句
が
意
志
的
な
動
作
の
動
作
主
で
な
い
と
き

主
格
名
詞
勾
が
意
志
的
な
動
作
の
動
作
主
で
な
い
と
き 、
言
い
か
え
る
と 、

物
や
事
柄 、
あ
る
い
は
非
窓士山
的
な
動
作
を
行
な
う
人
物
で
あ
る
と
き 、
有
題

と
無
題
の
選
択
は
次
の
規
則
に
従
う 。

(
V)

主
格
名
詞
勾
の
表
わ
す
も
の
が
読
み
手
の
関
心
に
な
く 、
そ
れ
が
そ

の
場
に
現
わ
れ
る
と
と
が
予
想
し
に
く
い
と
き
は
無
題
文
が
使
わ
れ
る 。

反
対
に 、
主
格
名
詞
句
の
表
わ
す
も
の
が
読
み
手
の
関
心
を
集
め
て
い

て 、
そ
れ
が
そ
の
場
に
現
わ
れ
る
と
と
が
予
想
し
や
す
い
と
き
は
有
題
文

が
使
わ
れ
る 。

た
と
え
ば 、
闘
の
よ
う
な
突
発
的
な
出
来
事
の
第一
報
に
は
無
題
文
が
使
わ
れ

る
が 、
闘
の
よ
う
な
続
報
で
は 、
す
で
に
地
震
の
と
と
が
読
者
の
関
心
を
集
め

て
い
て 、
そ
れ
が
紙
面
に
載
る
乙
と
が
予
想
で
き
る
の
で
有
題
文
に
な
る 。

帥
二
十
六
日
正
午
ど
ろ 、
東
北
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
マ
グ
ニ
チュ
ー
ド

7・
7
の
大
き
な
地
震
が
あっ
た 。
(
朝
日
八z
了五・
二六
タ
一)

帥
秋
田
県
沖
で
二
十
六
日
正
午
に
発
生
し
た
大
地
震
は 、
地
震
の
直
後
に

津
波
が
日
本
海
沿
岸
を
裂
い 、
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
被
害
が
増
大
し

た 。
(
初
日
八=
7
E・
ニ七
羽
一)

次
の
二
例
を
比
べ
る
と 、
闘
は
裁
判
の
乙
と
が
読
者
の
頭
に
な
い
時
点
で
の
記

事
で
あ
り
無
題
文
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し 、

倒
は
裁
判
の
と
と
が
広
く
読

者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
な
か
で
の
記
事
で
あ
る
た
め
有
題
文
が
使
わ
れ
て
い

る 。倒
昭
和
四
十
六 、
七
年 、
「
大
量
リ
ン
チ
殺
人
事
件」
や
「
あ
さ
ま
山
荘

銃
撃
戦」
を
起
乙
し
た
連
合
赤
軍
の
元
最
高
幹
部
永
田
洋
子(三七) 、
同
坂

口
弘(由一茸) 、
元
兵
士
植
垣
康
博(国一司一)
の
統一
公
判
組
三
被
告
に
対
す
る
判

決
が 、
十
八
日
午
後一
時
か
ら
東
京
地
裁
刑
事
七
部
(
中
野
武
男
裁
判

長)
で
言
い
渡
さ
れ
る 。
(
朝日
八
で六・一七
朝
一)

同
昭
和
田
十
六 、
七
年 、
山
岳ベ
l

ス
で
の
「
大
量
リ
ン
チ
殺
人
事
件」

や
「
あ
さ
ま
山
荘
銃
撃
戦」
で
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
連
合
赤
軍
事
件

で 、
殺
人
罪
な
ど
に
関
わ
れ
た
元
連
合
赤
軍
最
高
幹
部
永
田
洋
子(
豆 、

同
坂
口
弘(ZE) 、
元
兵
士
植
垣
康
博
(圭一)
の
統一
公
判
組
三
被
告
K
対

す
る
判
決
公
判
は
十
八
日
午
後一
時
か
ら 、
東
京
地
裁
刑
事
七
部
で
関
か

れ 、
中
野
武
男
裁
判
長
は 、
永
田 、
坂
口
に
そ
れ
ぞ
れ
求
刑
通
り
死
刑 、

植
垣
に
懲
役
二
十
年
(
求
刑 、
無
期
懲
役)
の
判
決
を
言
い
渡
し
た 。

(
朝
日
八ニ・
六・一九
朝
一)

帥
か
ら

倒
ま
で
の
例
は
主
格
が
物
事
で
あっ
た
が 、
次
に
見
る
刷
か
ら

闘
は

主
格
が
人
の
場
合
で
あ
る 。
主
格
が
人
で
あ
る
場
合
も 、
そ
の
動
作
が
非
窓
志

的
な
ら
ば 、
有
題・
無
題
の
使
い
分
け
は(
V)
の
規
則
に
従
う 。
主
格
に
人
が

立
つ
非
意
志
的
な
動
詞
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る 。

倒
亡
く
な
る 、
生
ま
れ
る 、
入
院
す
る 、
来
日
す
る 、
逮
捕
さ
れ
る 、
刺

さ
れ
る 、
(
車
に)
ひ
か
れ
る 、
優
勝
す
る 、
:

死
亡
記
事
を
例
に
す
る
と 、
首
相
や
大
臣 、
地
方
自
治
体
の
長
な
ど
が
死
亡
し

た
場
合
は
倒
の
よ
う
に
有
題
文
が
使
わ
れ 、
学
者
や
作
家 、
芸
能
人
が
死
亡
し

た
場
合
は
闘
の
よ
う
に
無
題
文
が
伎
わ
れ
る 。
と
れ
は 、
新
聞
に
お
い
て 、

首
相
や
大
臣
は
そ
の
言
動
が
い
つ
も
読
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
人
物
と
し
て

扱
わ
れ
る
の
に
対
し 、

学
者
や
芸
能
人
は
そ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
な
い
か
ら
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注
4

で
あ
る 。

帥
来
京・
虎
の
門
病
院
に
入
院
中
だ
っ
た
大
平
首
相
は
十
二
日
午
前
五
時

五
十
四
分 、
狭
心
症
に
心
筋乙
う
そ
く
を
併
発 、
急
性
心
不
全
で
急
死
し

た 。
(
毎
日
八0・
六・
コ一
タ
一)

闘
中
間
子
論
の
提
唱
な
ど
で 、
原
子
核・
素
粒
子
物
理
学
の
発
展
に
大
き

な
功
績
を
あ
げ 、
昭
和
二
十
四
年
に
わ
が
国
初
の
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
け 、
核
兵
器
反
対
の
国
際
的
平
和
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
理

論
物
理
学
者
で
京
大・
阪
大
名
誉
教
授
の
湯
川
秀
樹(
ゆ
か
わ・
ひ
で
き)

博
士
が
八
日
午
後
二
時 、
肺
炎
に
心
不
全
を
併
発
し
て 、
京
都
市
左
京
区

下
鴨
泉
川
町
六
の
五
の
自
宅
で
死
去
し
た 。
(
毎
日
八
了
九・
九
朝
一)

有
題
に
な
る
か
無
題
に
な
る
か
は 、
死
亡
し
た
人
の
知
名
度
と
は
直
接
的
に
は

関
係
し
な
い 。
湯
川
秀
樹
や
落
語
家
の
林
屋
三
平
の
よ
う
に
知
名
度
が
高
い
人

で
も 、
民
間
人
で
あ
る
ゆ
え
に
無
題
文
が
使
わ
れ 、
帥
の
よ
う
に
知
名
度
の
低

い
西
宮
市
長
で
も
自
治
体
の
長
で
あ
る
た
め
に
有
題
文
が
伎
わ
れ
る
か
ら
で
あ

司ゐ 。

有題文と無題文

帥

兵
庫
県
西
宮
市
長 、
奥
五一
(
お
く・
ど
い
ち)
氏
は
七
日
午
後
十
時

五
十
分 、
心
筋
乙
う
そ
く
の
た
め
出
張
先
の
東
京・
港
区
高
輪
の
高
輪
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た 。
(
毎
日
八0・
己・
八
朝
一)

(
V)
の
規
則
も(
皿)
の
規
則
と
同
じ
よ
う
に 、
「
予
想
し
や
す
い」
「
予
想
し

に
く
い」
と
い
う
相
対
的
な
も
の
で
あ
る 。
そ
の
た
め 、
書
き
手
の
判
断
し
だ

い
で
有
題
に
な
っ
た
り
無
題
に
な
っ
た
り
す
る
と
と
が
あ
る 。
帥
と
闘
は
指
名

手
配
さ
れ
て
い
た
犯
人
の
逮
捕
を
報
じ
る
記
事
で
あ
る
が 、
犯
人
の
と
と
が
読

者
の
関
心
を
集
め
て
い
て
紙
面
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
十
分
予
想
で
き
る
と
の
判

断
に
立
て
ば
帥
の
よ
う
に
有
題
文
が
選
ば
れ 、
そ
の
反
対
の
判
断
に
よ
れ
ば
伺

注
5

の
よ
う
に
無
題
文
が
選
ば
れ
る
乙
と
に
な
る 。

帥
大
阪
府
河
内
長
野
市
上
田
町 、
鋳
物
研
磨
業 、
北
浦
節
昭
さ
ん(F一)
の

二
女
恭
美
(
く
み)
子
さ
ん
合E)
H

市
立
長
野
中
三
年
H

の
誘
拐
事
件

で 、
大
阪
府
替
河
内
長
野
署
捜
査
本
部
か
ら 、
未
成
年
者
誘
拐
容
疑
で
全

国
に
指
名
手
配
さ
れ
て
い
た
奈
良
県
生
駒
郡
生
ま
れ 、
住
所
不
定 、
無
職 、

西
口
光
雄(園内)
は 、
二
十
八
日
午
後 、
同
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
の
民

家
で
寸
借
詐
欺
を
し
よ
う
と
し
て
捜
査
本
部
の
捜
査
員
に
逮
捕
さ
れ
た 。

(
毎
日
八
で
五・
ニ九
初
三)

帥
大
阪
府
河
内
長
野
市
内
の
女
子
中
学
生
を
誘
拐
し 、
未
成
年
者
誘
拐
容

疑
で
全
国
に
指
名
手
配
さ
れ
て
い
た
奈
良
県
生
ま
れ 、
住
所
不
定 、
無
職

西
口
光
雄(囲内)
が
二
十
八
日
午
後
二
時
五
十
分 、
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町

内
で
逮
捕
さ
れ 、
捜
査
本
部
の
あ
る
大
阪
府
答
河
内
長
野
署
へ
護
送
さ
れ

た 。
(
朝
日
八ニ・
五・一克
明
三一)

五 、
語
順
に
関
し
て

主
格
と
対
格
の
語
版
も
有
題・
加問
題
の
選
択
に
影
響
を
あ
た
え
る 。

(
川町)

主
格
名
詞
句
が
主
題
に
な
る
資
格
を
もっ
て
い
て
も 、
語
順
が
「
対

格
|

主
格
|

動
詞」
で
あ
れ
ば 、
そ
の
文
は
ふ
つ
う
無
題
に
な
る 。

た
と
え
ば 、
「
主
格
|

対
格
|

動
詞」
の
語
順
を
も
っ
倒
が
有
題
で
あ
る
の
に

対
し 、

闘
は
語
順
が
「
対
格
|

主
格
|

動
詞」
で
あ
る
た
め
に
無
題
に
なっ
て

い
る 。倒

郵
政
省
は 、
低
迷
気
味
の
郵
便
貯
金
の
巻
き
返
し
を
は
か
る
カ
ン
フ
ル

剤
と
も
い
え
る
新
型
郵
貯
「
愛
育
郵
便
貯
金」
を
来
年
度
か
ら
販
売
す

る 、
と
十
四
日
発
表
し
た 。
(
毎
日
八
了
二
・一五

朝
一)

的
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
と
同
時
に
定
額
積
立
貯
金
を
始
め 、
数
え
年
の
「
七

五一ニ」
に
当
た
る 、
最
初
の
預
け
入
れ
か
ら
裕
二
年 、
四
年
と
六
年
目
に
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利
子
だ
け
先
払
い

ーー
と
い
う
「
愛
育
貯
金」
の
取
り
扱
い
を
来
春
か
ら

始
め
る
と
と
を
十
四
日 、
郵
政
省
が
発
表
し
た 。
(
朝
日
八
了
二・一五

靭
=一)

帥
と
倒
も
同
じ
よ
う
な
例
で
あ
る 。

倒
大
阪
ガ
ス
は
新
年
早
々
か
ら 、
「
天
然
ガ
ス
で
自
殺
は
で
き
ま
せ
ん」

と
う
た
っ
た
ポ
ス
タ
ー

や
ち
ら
し
を
配
り 、
ガ
ス
自
殺
を
図っ
た
あ
げ
く

の
爆
発
事
故
で
周
聞
に
迷
感
を
か
け
る
ζ
と
の
な
い
よ
う
訴
え
る 。
(
朝

日
八
了
三・ニ六
朝
八
「
情
報
フ
ァ
イ
ル」)

帥
「
天
然
ガ
ス
で
自
殺
は
で
き
ま
せ
ん」
と
奇
妙
な
P

教
育d
キ
ャ
ン
ペ

!
ン
を
大
阪
ガ
ス
が
は
じ
め
る 。
(
毎
日
八
了
=
了
二六
朝
一七
「
雑
記

帳」)

主
題
は
基
本
的
に
文
頭
に
お
か
れ
る
も
の
で
あ
る 。
帥
の
「
郵
政
省」
や
闘
の

「
大
阪
ガ
ス」
の
よ
う
に
ふ
つ
う
は
主
題
に
な
る
名
詞
句
で
も 、
対
格
の
後
に

お
か
れ
た
場
合
は
主
題
に
な
り
に
く
い 。
も
し
対
格
の
後
の
位
置
に
あ
る
「
郵

政
省
が」
や
「
大
阪
ガ
ス
が」
を
「
郵
政
省
は」
や
「
大
阪
ガ
ス
は」
に
か
え

る
と 、
対
比
的
な
色
あ
い
が
強
く
出
て
く
る 。

六 、
文
の
機
能
に
関
し
て

出
来
事
を
報
道
す
る一
般
記
事
の
冒
頭
文
が
有
題
に
な
る
か
無
題
に
な
る
か

は 、
(
l)

か
ら(
泊)
の
規
則
に
よ
っ

て
説
明
す
る
乙
と
が
で
き
る 。
し
か
し 、

コ
ラ
ム
の
冒
頭
文
に
は
特
殊
な
機
能
を
もっ
た
文
が
用
い
ら
れ
る
と
と
が
あ

り 、
そ
の
場
合
に
は( 創刊)
に
述べ
る
よ
う
に 、
有
題・
無
題
の
選
択
が
か
わっ

て
く
る 。

( mm)

場
面
を
設
定
し
た
り
話
題
を
導
入
し
た
り
す
る
だ
け
の
た
め
に
使
わ

れ
る
文
は
無
題
に
な
る 。

次
の
二
例
に
つ
い
て
言
う
と 、
帥
は
ふ
つ
う
の
報
道
記
事
の
冒
頭
文 、
制
は
同

じ
出
来
事
を
扱っ
た
翌
日
の
社
説
の
冒
頭
文
で
あ
る 。
制
は
話
題
導
入
の
目
的

で 、
知
ら
れ
て
い
る
事
実
を
そ
の
ま
ま
述べ
た
枕
の
文
で
あ
り 、
無
題
に
なっ

て
い
る 。

帥
自
民
党
の
大
幅
会
期
延
長
で
空
転
し
て
い
た
国
会
は
十
日 、
与
野
党
国

会
対
策
委
員
長
会
談
で 、
自
民
党
側
が
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
灰
色
高
官
の
国

会
で
の
証
人
喚
問
に
つ
い
て
「
議
院
証
言
法
改
正
後」
と
の
条
件つ
き
な

が
ら
柔
軟
な
姿
勢
を
示
す
な
ど
譲
歩
し 、

十一
日
か
ら
正
常
化
さ
れ
る
と

と
に
な
っ
た 。
(
朝
日
八
で
六・
二
朝
一)

刷
会
期
の
大
幅
延
長
以
来 、
全
く
機
能
を
停
止
し
て
い
た
国
会
が
やっ
と

正
常
化
さ
れ
た 。
(
毎
日
八
で六・
三
朝
五
「
社
説」)

コ
ラ
ム
や
社
説
の
冒
頭
で
話
題
を
導
入
す
る
た
め
だ
け
の
枕
の
無
題
文
を
使
う

か
ど
う
か
は 、
書
き
手
の
主
観
的
な
判
断
に
よ
る
も
の
で 、
客
観
的
に
決
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い 。
次
の
二
例
は
い
ず
れ
も
国
鉄
の
事
故
に
つ
い
て
の
社
説

の
冒
頭
で
あ
る
が 、
帥
は
話
題
導
入
の
無
題
文
を
用
い
た
例
で
あ
り 、
制
は
そ

の
よ
う
な
手
続
き
を
せ
ず 、
直
接 、
有
題
文
を
用
い
た
例
で
あ
る 。

同
十
五
日 、
国
鉄
名
古
屋
駅
で
停
車
中
の
寝
台
特
急
に
機
関
車
が
暴
走
街

突 、
乗
客
が
ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
起
き
た 。
(
朝
日
八ニ・=了一六
朝
王

「
社
説」)

帥
国
鉄
名
古
屋
駅
ホ
l

ム
で 、
停
車
中
の
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
特
急
に 、
速

結
し
よ
う
と
し
た
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車
が
衝
突
し 、
多
数
の
重
軽
傷
者
を

出
し
た
事
故
は 、
国
民
の
間
に
大
き
な
怒
り
を
呼
ん
だ 。
(
毎
日
八
で

=
了一六
朝
豆
「
社
説」)

一
方 、
乙
う
し
た
話
題
導
入
の
無
題
文
を
用
い
な
い
で 、
読
み
手
の
知
ら
な

い
も
の
を
冒
頭
文
で
直
接 、
主
題
と
し
て
用
い
る
手
法
が
見
ら
れ
る 。
MW
は
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「
:
:
:
ホ
l
ム
に
八
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
る」

と
い
う
話
題
導
入
の
無
題

文
を
用
い
な
い
で、
「
:
・
:
ホ
1
ム
に
い
る
八
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
」

を
直
接、

主
題
と
し
て
組
み
込
ん
だ
有
題
文
で
あ
る。

帥

八
王
子
の
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
に
い
る
八
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
は、

足
を
折
っ
て
三
年
間
病
院
生
活
を
送
っ
た。
(
朝
日
八
?

?
一
五

朝
一

「
天
声
人
語
」)

乙
の
手
法
は、

社
説
な
ど
論
説
文
の
冒
頭
に
は
見
ら
れ
ず、

多
少
と
も
文
学
的

な
文
章
の
冒
頭
に
だ
け
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り、
一

般
の
文
学
作
品
に
も
散
見

注
6

さ
れ
る。

七、

ま

と

め

有題文と無題文

以
上
見
て
き
た
よ
う
に、

有
題
と
無
題
の
使
い
分
け
は、

文
学
的
な
技
巧
が

加
わ
ら
な
い
新
聞
の
文
章
に
限
っ
て
も、

述
語
に
関
す
る
条
件、

主
格
名
詞
句

に
関
す
る
条
件、

語
順
に
関
す
る
条
件、

文
の
機
能
に
関
す
る
条
件
が
絡
み
合

っ
た
複
雑
な
も
の
で
あ
り、
「
P
(
た
と
え
ば、

主
格
が
既
知)

な
ら
ば
『
は』、

P
で
な
け
れ
ば
『
が』」

と
い
う
ふ
う
に
一
つ
の
条
件
だ
け
で
説
明
す
る
と
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る。

最
後
に、

今
ま
で
に
挙
げ
た
規
則
の
相
互
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
た

め、

報
道
記
事
の
冒
頭
文
が
有
題
に
な
る
か
無
題
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
を
付
け
加
え
て
お
く。

注
1

「
大
河
ド
ラ
マ
が
」

の
「
が
」
は
引
用
節
の
な
か
の
も
の
で

、

主
文
の
も

の
で
は
な
い

。

な
お

、

ζ
の
文
は

、
「
〔
:
:
:〕

と
発
表
さ
れ
た
」

を
「
(・
:

:・〕

と
と
が
発
表
さ
れ
た
」

に
す
れ
ば

、

主
文
に
「
が
」

の
現
わ
れ
る

無

題
文
に
な
る

。

注
2

名
詞
の
な
か
に
は
無
題
文
の
述
語
と
し
て
も
使
用
で
き
る
も
の
が
少
数

な
が
ら
あ
る 。
「
火
事
」
「
不
通
」
「
危
篤
」

な
ど
が
典
型
で
あ
る
が 、

次

の
よ
う
な
例
も
あ
る 。

例

社
会
党
が
昨
年
か
ら
始
め
た
「
出
前
寄
席
」

の
企
画
が 、

大
当
た

り
だ。
(
朝
日
八
て
九
・甘

朝
二)

ま
た

、

形
容
(
動)

詞
の
な
か
で
も 、

恒
常
的
な
状
態
で
は
な
く
一

時
的

な
状
態
を
表
わ
す
も
の
は

、
(
i)

の
規
則
に
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で

、

有

題
に
な
ら
な
い
場
合
が
多
い

。

例

夏
休
み
に
入
っ
て

、

炎
天
下
で
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
盛
ん
だ 。

(
朝
日
八
0
・
七
・
ニ
四

朝
一
六
「
風」)

注
3

MW
の
書
き
手
が
伺
の
書
き
手
に
比
べ

、

と
の
出
来
事
を
意
外
性
が
高
い

と
判
断
し
て
い
る
乙
と
は 、
「
世
界
初
の
」

と
い
う
表
現
を
使
っ
た
と
と
に

も
表
わ
れ
て
い
る 。

注
4

首
相
の
よ
う
に
そ
の
言
動
が
い
つ
も
注
目
さ
れ
て
い
る
人
物
が
主
格
に

立
っ
と
き
は

、

そ
の
動
作
が
窓
士心
的
で
あ
っ
て
も
非
窓
志
的
で
あ
っ
て

も 、

い
つ
も
「
は
」

を
後
援
す
る
乙
と
に
な
る 。

次
例
の
「
中
曽
根
首
相

が
」

の
よ
う
に
「
が
」

を
後
援
す
る
の
は

、

そ
の
主
絡
が
連
休
修
飾
節
な

ど
節
の
な
か
に
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る 。

そ
の
た
め

、

読
み
手
の
立
場
か

ら
す
る
と、

乙
う
し
た
「
が
」

は
、

そ
の
主
格
名
詞
匂
が
節
の
な
か
の

も
の
で
あ
る
乙
と
を一
示
す
指
標
に
な
る 。

例

〔
中
曽
根
首
相
が
首
相 、

閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
政
府

統
一

見
解
を
「
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
」

と
見
直
し
を
表
明
し
た
と

と〕

に
つ
い
て

、

政
府
統
一

見
解
の
理
論
づ
け
を
行
っ
て
き
た
内
閣

法
制
局
は

、

首
相
の
真
意
を
測
り
か
ね
戸
惑
い
を
示
し
て
い
る 。

(
毎
日
八=
了
七
・
三一

朝
ニ)

注
5

ζ
の
事
件
が
起
き
た
の
は
十
三
日
、

犯
人
が
指
名
手
配
さ
れ
た
の
は
十

九
日
で
あ
り
、

記
事
が
載
っ
た
二
十
九
日
の
時
点
で
は

、

事
件
や
犯
人
の
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乙
と
が
ま
だ
読
者
の
頭
に
残
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
乙
と
も
で
き
た
の
で

あ
ろ
う

。

も
し
指
名
手
配
か
ら
逮
捕
ま
で
何
年
も
の
空
白
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば

、

犯
人
を
主
格
に
し
た
帥
の
よ
う
な
有
題
文
は
用
い
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
る

。

注
6

小
説
の
冒
頭
で

、

読
者
を
作
品
の
な
か
の
世
界
へ
早
く
引
き
込
む
た
め

の
技
巧
と
し
て

、

主
人
公
を
読
者
が
す
で
に
知
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
扱

う
有
題
文
が
と
き
ど
き
使
わ
れ
る

。

例

板
根
禎
子
は 、

秋
に

、

す
す
め
る
人
が
あ
っ
て
鵜
原
憲
一

と
結
婚

し
た

。
(
松
本
消
張
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』)

た
だ
し
、

次
例
の
よ
う
に

、

述
語
が
名
詞
で
あ
る
た
め
に
規
則
(
I)

に
従

っ
て
有
題
に
な
っ
て
い
る
場
合
は

、

文
学
作
品
に
特
有
の
技
巧
と
は
言
え

E
、。

''H1
'v

 

例

木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る

。
(
島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
』)

付
記

と
の
論
文
は

、

昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
四
日
の
国
語
学
会
秋
季
大
会

(
香
川
大
学)

で
の
研
究
発
表
を
も
と
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る

。

発
表

の
後 、

貴
重
な
ど
教一
示
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
方 、

ま
た
草
稿
の
段
階
で
あ
り

が
た
い
ど
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
宮
島
達
夫
先
生
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す 。

有題文と無題文

例
文
出
典

朝
日
新
聞 、

朝
刊
十
四
版
(
大
阪
北
線
版)

、

夕
刊
四
版
(
八
十
二
年
三
月
三
十

一
日
以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
十
三
版 、

三
版)

、

朝
日
新
聞
大
阪
本
社 。

毎
日
新
聞 、

朝
刊
十
四
版
(
摂
津
版)

、

夕
刊
四
版 、

毎
日
新
聞
大
阪
本
社 。

参
考
文
献

久
野
略 、
『
日
本
文
法
研
究
』 、

大
修
館
書
応 、
一

九
七
三

。

柴
谷
方
良 、
『
日
本
語
の
分
析
』 、

大
修
館
書
底 、
一

九
七
八 。

永
野
賢 、

文
章
に
お
け
る
「
が
」

と
「
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」

の
機
能 、

『
日
本
語
教
育
』

七 、

一

九
六
五 。
『
伝
達
論
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も
と
づ
く
日
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文
法
の
研
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東
京
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出
版 、

一

九
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O 。

松
下
大
三
郎 、
『
改
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標
準
日
本
文
法
』 、

中
文
勉
容
底 、
一

九
二
八 。

復
刊 、

訂
正
再
版 、

勉
誠
社 、
一

九
七
八 。

三
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国
語
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文
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三
省
堂 、
一

九
四
八 。
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